
多くの材料は何らかの微視構造を有しており（左図
参照），その挙動が材料の巨視的特性を支配する因
子となっています．そこで本研究室では，微視的およ
び巨視的スケールにおける材料挙動を相互に関連付
けて解析できるマルチスケールシミュレーション技術に
関して研究を行っています．主に，均質化理論および
ＦＥＭ（有限要素法）を用いたシミュレーションシステム
の開発や，複合材料・セル状材料に代表される微視
構造を持つ先進固体材料の特性解析等を実施してい
ます（下図参照）．
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Multi-Scale Simulation – Homogenization and FEM
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CFRP層間における微視的応力分布解析 テキスタイルコンポジットの非弾性解析

主な研究内容主な研究内容

Unit cell Basic cell

積層複合材料のマルチスケールシミュレーション
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